
    

MPPC を用いた中性子１次元位置敏感型検出器システムの開発 
Development of a position-sensitive neutron detector using 

MPPC 
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 KEK の中性子科学研究施設（KENS）では、KENS-DAQ グループが発足し、

J-PARC・物質生命科学実験施設（MLF）の多くの中性子実験装置で使用され
るハードウェアとソフトウェアの開発を行っています。その中の一つに MPPC
（Multi-Pixel Photon Counter）を使用した中性子 1 次元位置敏感型検出器
（MPSD）の開発に力を注いでいますのでご報告したいと思います。  
 現在までに 32cm 長 5mm 幅の MPSD で、軸方向に 2.8mm の位置分解能が
得られるようになりました。中性子検出効率も、0.25mm 厚 Li/ZnS シンチレータ
を使用し、He3 ガス検出器に比べて 29%が得られています。データ処理回路と
しましては、NEUNET システムが使用できます。He3-PSD 検出器と同様な出
力形式にし、互換性を図っています。Fig. 1 が 4 枚目の試作基板で、前述の特
性を出すことができました。 
 まだまだ開発途中ですが、MPSD の測定原理、開発の進展の様子を紹介す
るとともに、皆様のご意見を伺いたいと思います。忌憚のないご意見をお聞か
せください。 
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Fig. 1 MPSD 基板 


